
消防署からのお知らせ
■春の火災予防運動が始まります
　　　実施期間　　４月20日㈭～４月30日㈰
　　　防火標語　　「お出かけは　マスク戸締まり　火の用心」

　この時期は風が強く、空気も乾燥することから、毎年多くの火災が発生しています。春の暖かさ
により、気持ちも緩みがちになります。火の取り扱いには十分注意して下さい。
　期間中、消防職や団員による見回りを兼ねた車両広報を実施します。煙や炎が見えたときには、
火災予防のために声かけをすることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。

■住宅用火災警報器を点検しましょう
　点検ボタンを押したり、点検ひもを引っ張ったりしても反応がなければ、故障か電池切れです。
設置してから10年経過した警報器は、電子部品の劣化や電池切れなどで火災を感知しなくなること
がありますので、本体の取り替えをおすすめします。

問合せ
　胆振東部消防組合安平支署　☎ ㉒ 2074　追分出張所　☎ ㉕ 2119

　長年にわたり獣医師として軽種馬の診療を通じて地域の馬産振
興に貢献したことにより、令和４年度北海道産業貢献賞（農業関
係功労者）の表彰を受けた田上正明さんが役場を訪れ、及川町長
に受賞を報告しました。
　現在は社台ホースクリニックで技術顧問を務めるほか帯広畜産
大学で特任教授として教鞭を振るっており、「軽種馬で培った知
見を重種馬や乗馬にも活かすことができれば」と話していました。

田上正明さんが北海道産業貢献賞を受賞

北海道指導農業士・北海道農業士の認定
および表彰について

　２月９日、令和４年度北海道指導農業士・北海道農業士称号贈呈式
が札幌市で行われました。
　北海道農政部長の宮田大氏より北海道指導農業士40名、北海道農
業士54名に認定書が手渡され、当町からも北海道指導農業士に髙林
優一さん、北海道農業士に竹葉淳さんと菅原修介さんが認定されまし
た。

　北海道指導農業士とは、次代の農業の担い手の育成指導や地域農
業の振興などに対する助言や協力を行う優れた農業者として認定さ
れる制度であり、北海道農業士とは、地域農業の担い手として地域
農業の振興などに積極的に参加、協力を行う意欲旺盛であり、今後
より一層活躍が期待される農業者として認定される制度で、今回認
定された３名の方々の今後の活躍が一層期待されます。

農業士２名（左：菅原修介さん、
右：竹葉淳さん）

指導農業士：１名（髙林優一さん）
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